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一夕も示 してある. 実線で措いたルーブは, Aldelと Wainwright･の分子動力学法の計算で二

相の共存から決められた転移点である3.)モデル計算の結果と計算機実験の結果は,多分に偶然

であろうが,良く一致している. ただし,この一致が本当に意味を持つかどうか,即ち今,近

似的に評価 した7㌦ をもっときちんと評価 した時結果がどうなるかは,今の段階では何とも言

えない.最後につけ加えると,この一一collins:模型 "が,カゴメ格子上である種の多体相互作

用を持つ格子気体模型に等価であるという興味深い対応関係を示す事ができる｡
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非晶質金属構造の多面体解析

東大･理 二 宮 敏 行

非晶質金属の構造は,球を一重nseにそして Landom にEaCkingすることによりSimulatelされ

る(DRPmodel) ｡ 結晶とほぼ同じ密度,すなわち,球同士が接触するようにつめるので,こ

の構造は全 く random ではあり得ない｡非晶質構造の特徴は, 1)制限された randomnessに

より発生する中距離秩序はなにか,2) randomな構造に許される構造の多様 さの幅はどの程

度かを明らかにすることにより与えられると考えられる｡

球を高い密度につめる時の基本的な構造の unitは, (球を頂点に持っ )正 4面体 (T)である

が,正 4面体だけでは3次元 Euclid空間をうめつくすことが出来ない｡ DRPmodelにおい

て経験的に見出されている Bernal多面体のうち, tetragonal dodecahedronは3つの4面体と

1つの8面体の合成と考えられること, trigonalprismは主に metalloidatomを伴 うもので あ

ること,最近の Finneyと Wallace'の計算機 simulationの結果を考えると, monatomicな非晶

質金属構造は,正 4面体 (T)と正 8面体 (0)の randompackingで表わすことが出来ると考 え

られる｡

rと0をづないで行 く時,その networkに現われる unitとしては,多少の歪を許せば 7種

類の plannarringが考えられる (Fig.1)0 R4は面心立方格子に,また, R5は桐密六方格子

に存在する結晶性のringである｡その他の非晶性の ringは歪に伴って localcurvature.を持ち,
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非晶質金属構造の多面体解析

これを,各 ringの軸のまわ りの角度歪で示す

と,A(1)- (50-27E)/2打,A(2)- (30一打)

/2打, A(3)- (20-7r)/27E,A(4)- A(5)-0,

A(6)- (7い 30)/27E,A(7)- (冗-20)/2打で

ある｡ ただし, ♂(-70.50)は4面体の面間角

度｡

ring(Ri)の数 をN(Ri),T;0の数 をN､の

-fN.,N(0)- (1-i)N.と表わす と, (表

面のない )networkの ringの connectiviti か

ら

5N(Rl)+4N(R2)+ 3N(R3)+2N(R4)+2N(R5)+N(R7)- 6N(T)

N(R2)+N(R3)+2N(R4)+2N(R5)+3N(R6)+3N(R7)- 12N(0)

が得 られるo また, 3次元 Euclid空間の packingの条件 として, average.curvature= O を垂

請すると

∑N(Ri)A(i)- 0
a

である｡ 非晶質金属では,普通,結晶の場合 (∫-2/3)よりrを多 く含むと考えられて い る

ので,N(R6),N(R7)は他の ringより少 く無視出来ると仮定する｡結晶性の ringは上式

の中に,N(R4)十N(R5)の形で入っているので,その数をN(R4)十N(R5)- xN.と表わ

す と,上の3つの式に対 してN(Rl),N(R2),N(R3),xの4つの変数があり,不定さが,

構造に許 される多様 さとなる｡任意性の幅はN(Rl)-N(R5)を負 にしない と小 う条件 を充

たすように与えられ,非晶質の程度 (∫-2/3)の

関数である｡この任意性の幅をガについて示す と

Fig.2のようになる｡

T-0 network.の構造の特徴 として,上記の任

意性にもかかわらず,奇数員環の数は,非晶質度

(f一号)により一義的に与えられるo

Fig.2 -ツチした部分が許される

範囲である｡

tN(Rl)十 N(R2))/N. -普 (打-20)(f-i ) o

Rivit-rによれば, randomnetworkの中に奇数員環が存在すれば,奇数員環のみをぬうように
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線をかくことが出来る｡したがって,非晶質金属構造には,非晶質度によって一義的に与えら

れる長さの線型構造 (奇数員環がこの線に沿って存在する)が存在する｡

記 憶 と忘 却 の 記 録

一 極微弱磁場下における自発磁化の成長と消滅一

阪大 ･基礎工 長谷田泰一郎 ･鹿島 義雄

Mn(HCOO)2･2H20(疑二次元格子弱強磁性結晶 )について,転移点 ㌦近傍の自発磁化

Msを極微′ト磁場下 (10m(束以下 )で測定すると,温度を para状 態からTN(- 3･686K)を

横切って order状 態に到るまで掃引した時の自発磁化温度曲線 (Ms-T曲線 )には不規則なゆ

らぎが観測される｡これは自発磁化の成長過程における磁区構造の消長によると考える事がで

きそうである｡不規則なゆらぎに何らかの規則性を発見することは規則配列状態の成長過程一

般を研究する上で興味ある問題である｡ そこで単結晶を用いて外部磁堤 (±10mOe)や温度

(転移点の前後数 100mK)のMs-T曲線に対する影響を調べたo fig-1はMsIT曲線を同一

条件下において 12回連続測定した図であるo実験手順はまず④番のMsをTN以下まで測定し
T-'Jl.V

た後,続いて④番の測定をするために温度をTN以上まで戻すのであるが,この時に e = 一了√
が定められた値以上に上げないようにするのである｡ fig-1は 6- 5.3×1012にした｡以後,

この上限とする温度のことを esと名付けることにするoそれゆえ④番以降のMs-T曲線はEs

から温度を掃引することになるので esを掃引スター ト温度 と呼ぶo fig-1をみると磁場E｡Ⅹ

(注 ;sample宰 加わる磁場はHexに残留磁場E｡(iEol<3mOeと思われる)を加えたE +eX

E｡である)が一定であるにもかかわらず,測定毎に違った形状 を示し規則性はないoMsは上

向きに成長することも下向きに成長することもあるo実はこのHexは有効的に零磁場を作った

と考えられるという事である｡

これに対して fig-2は同じHexの下で同じ実験手順で測定したものであるが, ④～⑦では

掃引スター ト温度をもっとTNに近づけて es- 1･0×10~2に変えたときのMs-T曲線であるo

今度はMs-T曲線はすべて形状が非常に類似しているOこのことはTNから 6S-1･0×10L2

の間の para状態では過去のMsの成長過程が記憶されていることを意味するo記憶は⑨でわか

るように 6S- 5･3×10-2 にすると失なわれてしまうo

Msに対しての磁場の影響を調べるために磁場と掃引スター ト温度を変化させたのが fig-3
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